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都市の人ロ成長パターンの類型化＊
中　　村　　良　　平
1．はじめに
　本稿の目的は，まず都市圏（urban　area）を単位とした中心都市・郊外地
域などの集計データにより，1970（昭和45）年からデータの利用可能な最近
年次である1990（平成2）年までの期間を対象として，各都市圏の成長経路
のパターンを類型化し，それによってそれぞれの都市圏の成長特性を見い出
す。そして，これらのファクト・ファイソディソグズによって，後におこな
う都市成長の要因分析における実証モデルを作成するときの基礎的資料とす
ることに狙いがある。
　ところで従来の内外の都市成長分析に関する調査・研究は，単一地域を対
象とした時系列データによる将来予測型の計量経済モデルは別として，その
多くはクロスセクション・データを用いて，回帰分析により成長要因を定量
的にみることに本質的な狙いがあったと言えようω。このとき，対象とする
全ての都市圏において，その成長や衰退の要因に共通性が存在するときに
は，成長率の格差はその共通要因の都市間の程度の差に帰着するので，この
＊　本稿の一部は，住信基礎研究所の研究プロジェクト『近畿圏都市成長ポテンシャルに関
する研究』の2年度目の報告書（1991年3月，㈱エー・エー・ピー）における第M章の1
節を拡張したものである。また，本稿におけるデータ収集と解析作業については，平成2
年の教育研究学内特別経費からの助成を得ている。
（1）たとえば，坂下・浅野（1979）の第7章。
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方法は問題がない。つまり，すべての都市圏が製造業を基盤産業として発展
している場合であるとか，サービス産業が都市圏に共通の成長要素になって
いる場合がそうである。ところが，都市圏によって基盤産業あるいはリー
ディング・インダストリイが，その立地特性との関係で異なっているときに
は，このような回帰分析は往々にして失敗におわると推察される。このこと
は，既存の都市の成長分析においてしばしば見受けられる決定係数の低さや
符号条件の不適合によって検証されよう。このような理由によって，本稿で
はいきなり回帰分析を適用することによって成長要因を見いだすことを避
け，個々の都市圏の成長パターンの経年変化に関する定性分析と，中心都市
と郊外地域の成長格差の違いを説明する簡単な回帰分析をおこなうことにす
るσ
2．都市成長の概念
　2，1　都市の開放性と人ロ指標
　一国の成長，とくに経済成長がGNPで測られることに対して，都市成長
の概念は一般に人口や雇用の増加で定義されることが多い。このことは，国
民経済に比べて都市経済の開放性が非常に高いことに起因しているのであ
る。ここで開放性が高いということの意味は，生産活動におけるアウトプッ
ト（生産物）やインプット（労働，資本）｝さらに中間投入物や原材料などに
おける地域間の移動性（モビリティ）が高いということを意味している。す
なわち，ヒトやモノの移動が国際間に比べて大きく開放的な都市間や地域間
においては，国民総生産（GNP）に対応する域内総生産（GRP）の成長は，
人m，特に域内就業人口の成長に反映するからである。
　経済成長の指標として用いられるこのGNPは量的貨幣尺度であって，市
場価格に現れない非金銭的な外部（不）経済効果をぞこには反映していない
という観点から，高度経済成長末期の頃からNNW（Net　National　Welfare）
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の定義の必要性が叫ばれ，福祉指標や社会指標の名前の下で多くの計測がな
されてきた。GNPが生産面での成長を測るのに対して，NNWは所得分配面
における非市場的な財の評価についても考慮した尺度であると言える。しか
しながら，NNWについては，それがしばしば価値判断をともなうという点
において定量化の困難性などから，客観的にオーソライズされたという意味
での成功した例は皆無といってよいであろう②。
　都市が成長したり発展するという概念について，都布人口や雇用者数の増
減指標を採用することには，今日多くの議論がある。たとえば，これからの
都市においては，インフラ整備も含めたアメ＝ティの充実が重要で，ゆとり
ある，住みたくなる，落ち着いた町並み，あるいは活力ある都市であること
が発展や成長の要件であるということが，しぼしば言われている。もちろ
ん，人口が増加していくと，それに付随あるいは先行して社会資本が必要十
分に整備されていかねばならないことは言うまでもない。そして都市の成長
を測る際にも，このようなアメニティや文化的機能の向上などを考慮する必
要性があることは畑違いない。しかしながら，先にも述べkように都市は人
口移動においても開放的体系（オーフ．ソ・システム）であることから，効用
（Utility）や厚生（Welfare）の格差は人口，特に常住人口（夜間人口）の水
準に（理論的には）反映されるものと考えられる③。すなわち，ア」ニティが
高く住みたくなる都市であれば，それは結果として，必然的に社会増がプラ
スになり人口は増加するはずである。また落ち着いた町並みとは，具体的に
は定住度が高く第1種住居専用地域のような地域あるいは地区を意味すると
考えられる。しかし，これは外部から眺めた場合の評価であり，落ち着いた
町並みが完成されるには長い年月が必要であり，しばしぼその頃には居住者
（2）多くの都市データを駆使して，都市のスコアをつける試みがなされているが，必ずし
　も実感と異ならない結果を示している場合は数多くない。
（3）開放性が高いfree　migrationの状態では，移動費用の存在を無視すると人々は享受で
　きる効用水準の高い方へ移動するということになる。
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が高齢化して「まち」が活性化しにくいという欠点もある。さらに「ゆとり
ある」とか「豊かさを実感できる」とは，基本的には生産所得の分配の仕方
と労働時間の問題であり，成長や発展の基礎とはなりえても概念としては妥
当でない。
　また，都市活性化の観点からは，人々が絶えず交流し合う場を都市が提供
することで，それによって経済を活性化することが重要で，これからは工場
誘致が進んだり，人口が増えることが都市の発展につながるとはいえない，
という考え方もある。しかしながら，このことは，観光とか『ソベンション
振興といった方法論の問題であって，伝統的な都市経済成長の理論からする
と，移出需要による乗数効果によって都市の域内総生産額が増加することを
意味しており，やがては人口，特に昼間人口の増加につながるものである。
さらに，「人々が絶えず交流し合う」ということは，都市経済学で示す都市成
長の重要な要素の1つであるところの「集積の経済」の存在を意味し，Jane
Jacobsが「The　Economy　of　Cities（都市の原理），1969」や「Cities　and
the　Wealth　of　Nations（都市の経済学），1984」で述べたことと同じ考えであ
る。
　2．2　経済学での都市と都市成長
　以上のことから都市成長の概念を規定する場合，都市そのものの定義とそ
れぞれの都市の位置づけと役割一都市階層構造に基づく都市機能一を事前に
明確にしておく必要性が出てくる。その典型的な例が「東京」や「大阪」な
どの巨大都市の場合である。特に「東京」において，都心4区と特別区の
23区の常住人口でみると，それらは減少傾向にあり決して成長しているとは
いえない。特に，都心4区のいわゆるCBDと定義される地区については，
1960年の昭和35年から1990年の平成2年にかけて約41％も常住人口が減少し
ている。逆に昼間人mの指標ではその間約54％増加ぴ（おり，結果として，
都心4区における昼夜間人口比率は2．22から5．00と倍以上になってきている
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（三一1）。東京都特別区の場合も程度の差はあるが，都心4区とほぼ同様の
傾向を示してきている。したがって，東京，特に都心4区は，業務都市とし
ては成長しているが，居住都市あるいは生活都市としては成長していないと
いえる。
　都心部や区部における常住人口の減少は一体の経．済四域をなす郊外都市地
域へと流出しているのであり，従業地は同じで居住地が変化していることを
意味している。このことは都市を本来の経済学的な意味，すなわち米国など
で設定されているSMSA（Standard　Metropolitan　Statistical　Area）のような
都市圏で定義し，中心都市と郊外地域に分けて考えることによって初めて都
市成長の概念が正しく理解されることになるのであるω。すなわち，行政的
　　　　　　　　　　　　表一1　東京都区部の人口推移
?????????CBD（都心4区）人口 東京　特別区部人口
常住人口　昼間人口　昼夜間比率　常住人口　昼間人口　昼夜間比率
958，957
876，862
（一1．77）
792，670
（一2．00）
728，463
（一1．68）
680，388
（一1．36）
655，608
（一〇．74）
562，770
（一3．01）
2，127，473
，464，102
　（2．98）
2，678，845
　（1．69）
2，923，969
　（1．77）
2，987，599
　（O．43）
3，279，108
　（1．88）
2．22
2．81
3．38
4．01
4．39
5．00
8，310，027
8，893，094
　（1．37）
8，840，942
（一〇．12）
8，646，520
（一〇．44）
8，351，893
（一〇．69）
8，354，615
　（O．Ol）
8，163，127
（一〇．46）
8，970，958
10，039，935
　　（2．28）
10，447，198
　　（O．80）
1 ，725，386
　　（O．53）
10，613，454
　（一〇．21）
0，958，178
　　（O．64）
1．08
1．13
1．18
1．24
1．27
1．31
注）都心4区とは，千代田区，港区，中央区、新宿区をさす。括弧内の数値は，前回国
　勢調査の人口に対する年平均成長率（％）である．
（4）SMSAとは，雇用者の通勤パターンなどから1つの経済圏として都市（圏）を設定し
　たものである。詳細は，山田・徳岡（1983）を参照。
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な区分での市町村単位の都市のとらえ方では，それぞれの都市の位置づけと
役割一都市階層構造に基づく都市機能一が異なってくることから，一元的な
常住人口とか夜間人口などの変化のみにおいて都市成長を定義することは危
険であると言えよう。とくに，中心都市の人口減少がその郊外地域へ移転し
たことによるものであれぼ，都市圏単位ではゼロサムになっているからであ
る。
　ところで，この人口成長も成長率でみるか増加数で測るかによって，結果
は異なってくる。同じ増加数であっても大都市における増加率の方が小都市
におけるそれよりも小さくり，変化のレベルでとらえると大都市の方が成長
していることになるが，変化のレイトでみると小都市の方の成長性が大きい
ということになる（5）。
　以上，都市成長についての基本的な考え方を人口という量的側面において
示してきたが，その他にも質的側面や面的側面からも都市成長をとらえるこ
とができる。面的側面で都市成長を考えることは，市街化区域が拡大するこ
とと既成市街地における土地利用の高度化の2つが現象として考えられ，前
者は都市域が外延的に広がっていくことを意味し，後者は土地利用密度が高
まるという都市域の立体的な拡大を意味する。統計的な指標としては，DID
（Densely　lnhabitated　District）面積や都市計画区域面積などとそれらに対す
る，人、口密度が考えられる。次に量的側面については，居住性の観点からの指
標としては，特に夜間人口，貨幣的尺度では1人当たりの分配所得（要素所
得）額などが考えられる。一方，都市の生産機能の面からの成長指標として
は，生産額（付加価値額）の伸びや，投入要素として昼間就業者数や雇用者
数，さらにそれらの水準が間接的に反映さ流るものとして昼間人口が考えら
れる。また質的側面では，居住性の観点からは夜間就業者1人当たりの所得
（5）人口の変化レベルと変化率の両者を従属変数として用いた正準相関分析による都市の
　成長要因分析については，次稿以降に示す予定である。
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額，アメニティ水準，インフラ整備の状況などが考えられるが，既に述べた
ように，これらは長期的にみると夜間人口に間接的に反映される。生産機能
の観点からは，昼間就業者1人当たりの産業別生産額が考えられる。また，
現在の都市機能分担を前提とし，それを容認するのであれば，大都市圏の中
心都市については，
　　　就業機会　⇒　昼間就業者　⇒　昼間人口　⇒・都市成長
となり，郊外地域ではその各衛星都市間における，
　　　効用格差　⇒　夜間人口　⇒　都市成長
さらに地方の中核都市における都市経済成長指標としては，
　　　域外への移出額　⇒　　（1人当たり）生産額　⇒　都市成長
ということになろう。
　　3．日本における都市圏の設定
　3t　1　都市圏の定義
　日本における都市圏を設定する試みは，現在のところ，アメリカの
SMSAのように概念が統一されてはいない。行政機関としては，総務庁統計
局によって人口50万人以上の大都市を中心都市とする「大都市圏」及び「都
市圏」が設定され国勢調査や住宅統計調査に利用されているが，SMSAに対
応するような全国的な範囲においては設定されていない。また最近では，朝
日新聞社の「民力」において都市圏が設定され，それに対応したデータベー
スが整備されつつある。経済学者がおこなった代表的なものとしては，
Glickman（1979），川嶋（1986），山田・徳岡（1983　a，1983　b，1984），徳岡
（1991）などがある。また，三菱総合研究所（1981）による「都市圏」の設
定がある。
　ここでの以下の分析で用いる都市圏の設定は，基本的には徳岡（1991）の
設定基準に基づいてなされたものを採用する。これはGlickman，川嶋の都
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市圏の設定が1970年基準で固定されているのに対して，山田・徳岡による都
市圏設定は国勢調査三年のデータに基づいて弾力的に都市圏の設定がなされ
ていること，さらに設定に基準が明確でアメリカのSMSAの概念と比較的
整合性が高いことなどの理由による。山田・徳岡両氏の設定基準を要約する
と，
　（1）中心都市の基準
　　a．常住人口が5万人以上
　　b．鉱業を除く非一次産業就業比率が常住ベースで75％以上
　　c．昼夜間人口比率が1．0以上
　　d．他の中心都市へ通勤する割合が常住就業人口の15％未満で，すべて
　　　の流出先についての就業流出比率が30％未満
　（2）郊外地域の基準
　　a．鉱業を除く非一次産業の常住就業者に占める就業比率が75％以上
　　b．当該中心都市への流出就業者数の比率が10％以上
　　　　ただし，10％以上になる中心都市が複数個存在する場合には，その
　　　市町村は流出就業人口比率の最も高い中心都市の郊外地域とみなす。
　（3）都市圏全体の基準
　　a，中心都市と郊外地域を合わぜた総人口が，10万人以上
となる。昭和60年目国勢調査によると，上記の基準を満たす都市圏は，日本
全体で118個の都市圏が設定できる（6｝。しかしながら，横須賀市や平塚市など
経済学的に明らかに都市であるものが，昼夜間比率が1を下回っていたり，
通勤流出率の関係から，中心都市とも郊外地域とも設定できない状況が起こ
る。そこで，118の都市圏に設定されなかった市について，人口10万人以上の
市と県庁所在都市（山口市のみ）を対象に中心都市の可能性を統計的に考慮
（6）この点については，都市化の動向の分析も含めて徳岡（1991）に詳しく示されてい
　る。
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し都市圏を追加設定し，ここでは対象を合計132の都市圏とした｛7）。
　3．2．岡山県下における都市圏
　成長パターンの分析に移る前に，岡山県下の市町村が含まれる都市圏につ
いて概観しておく。上述の基準に基づくと，岡山県下については，1985（昭
和60）年では，次op　3つの都市圏が設定されることになる。
　　・岡叫市を中心都市とした都市圏　一　岡山都市圏
　　・倉敷市を中心都市とした都市圏　一　倉敷都市圏
　　。津山市を中心都市とした都市圏　一　津山都市圏
　　。福山市を中心都市とした都市圏　一　福山都市圏
ここで福山都市圏については，中心都市は広島県の福山市であるが，郊外地
域として笠岡市や井原市などが含まれてることから掲載している。これらに
ついての基本的な統計数値は，表一2a，　bに示している。なお，新見市，
高梁市，玉野市，備前市については，設定基準の1つ以上が満たされていな
いため，1985（昭和60）年においては都市圏としては定義できていない。
　三一2aの人口について比較してみると，中心都市・都市圏ともに人口規
模は岡山（都市圏）が最も大きいのに対して，可融地面積当たりの人口密度
で比較すると，福山や倉敷の都市圏・中心都市の方が高い数値を示してい
る。これは岡山市は昭和46年に3回にわたって9つの周辺町村を編入したこ
とで可住地面積がかなり広くなり，本来郊外地域として定義されるところが
行政区域における統計上の処理から中心都市になっていることに起因してい
る。また，都市圏単位における昼夜間人口の差は，倉敷都市圏を除いて，い
（7）追加都市圏の設定にあたっては，徳岡一幸（香川大学経済学部）助教授の作業に依拠
　している。
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表一2a　岡山県下の都市圏　一人ロー
可住地面積
　（ki）
常住人n
　（人）
常住人口
人口密度
昼間人口
　（人）
昼間人口
人口密度
中心都市岡山市
郊外地域御津町
〃　’建部町
tt　瀬戸町
〃　山陽町
〃　熊山町
tt　吉永町
’ノ　和気町
’ノ　邑久町
〃　長船町
〃　灘崎町
〃　早島町
337．81
26．33
24．15
19．13
21．41
16．18
10．31
18．58
37．97
15．66
21．84
　6．10
572，479
11，163
　8，091
13，999
21，129
　6，888
　5，552
14，019
20，086
　9，714
13，218
11，593
1，695
　424
　’335
　732
　987
　426
　539
　755
　529
　620
　605
1，900
613，201
　9，975
　7，009
13，481
16，080
　5，945
　5，038
13，141
17，76！
　7，655
　9，517
　9，046
1，815
　379
’　290
　705
　751
　367
　489
．．707
　468
　489
　489
1，483
岡山都市圏合計　　　555．47 707，931 1，274 727，849 1，310
中心都市倉敷市
郊外地域総社市
? ??????????? ?? ?山手村
v清音村
船穂町
金光町
鴨方町
寄島町
里庄町
矢掛町
真備町
214．15
66．88
　5．17
　4．65
　9．64
！2．28
17．52
　6．15
　8．42
30．79
23．72
413，632
51，240
　3，429
　5，045
　7，499
12，643
19，571
　7，509
　9，975
17，869
22，590
1，932
　766
　663
1，085
　778
1，030
1，117
1，221
1，185
　580
　952
426，499
47，529
　2，201
　3，067
　5，984
10，494
16，434
　5，769
　8，897
16，587
16，422
1，992
　711
　426
　660
　621，
　855’
　938
　938
1，057
　539
　692
倉敷都市圏合計　　399．37 571，002　， 1，430 559，883 1，402
中心都市津山市
郊外地域加茂町
　〃　勝央町
　”　勝北町
　”　柵原町
87．22
15．77
30．24
18．00
20．69
86，837
6，439
11，469
7，818
7，633
996
408
379
434
369
96，275
5，545
11，204
6，763
6，466
1，104
　352
　371
　376
　313
津山都市圏合計　　　171．92 120，196 699 126，253 734
中心都市福山市
郊外地域笠岡市
11
?? ??井原市
沼隅町
神辺町
新市町
187．78
72．05
41．27
12．21
29．56
15．77
360，26！
60，598
37，212
14，510
38，845
23，873
1，919
　841
　902
1，188
1，314
1，514
375，951
57，584
36，749
15，552
31，201
22，371
2，002
　799
　890
1，274
1，056
1，419
福山都市圏合計 358．64 535，299 1，493 539，408 1，504
注）数値はすべて昭和60年値である．
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ずれも昼間人口の方が大きい数値を示している。倉敷都市圏については，そ
の郊外地域の1つである総社市における昼夜間人口の差において4万人近く
昼間人口が少ないことに原因がある。これは，面一2bにおける総社市から
倉敷市への通勤流出率がそれほど高くな．く，岡山市に対する準郊外地域にも
なっていることを示唆するものである。
　表一2bは就業者について都市圏を比較した表である。岡山都市圏では，
郊外地域の山陽町や瀬戸町が岡山市に対して高い通勤流出を示していること
がわかる。常識的なことではあるが，一般に中心都市に近い郊外地域ほど比
較的高い通勤流出率を示している。中心都市の昼夜間就業人口比率では，倉
敷市は，岡山市への通勤流出もあることから，LOを僅かに上回っている程
度であり，岡山市より圏域における中心性は低いといえよう。
　3．3　行政区域と都市圏
　いずれにして弔，最小単位は市町村という行政区域に限定されているため
に，経済学的な意味での連続する空間的な広がりから都市圏を定義するにお
いては，自ずと限界がある。表一3は，主として県庁所在都市を中心都市と
した3！の主要都市圏について，中心都市と郊外地域の人口，人口密度を示し
たものである。
　任意の2つの都市圏を比較すると，中心都市での人口の大小関係と都市圏
での人口規模の大小関係が逆転しているところがある。たとえば，岡山と熊
本，高松と松山，姫路と岡山，長崎と大分などである。行政区域で高松市と
松山市を比べると面住地面積ぽあまり変おらず人口規模は松山市の方が大き
いのに対して，都市圏でみる』と高松都市圏の規模の方が大きく，それだ励高
松都市圏の郊外化現象とい6た分散傾向が進んでいるといえよう。岡山都市
圏と熊本都市圏は中心都市がよく似た都市機能有し，また同程度のランクに
ある都市であるが，中心都市の可住地面積が岡山市の方がかなり広く，その
結果，人口密度にかなりの違いが生じてきている。
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表一2b　岡山県下の都市圏　一・一一就業老一
中心都市岡山市
郊外地域御津町
? ????????? ?? ? ??建部町
瀬戸町
山陽町
熊山町
吉永町
和気町
邑久町
長船町
灘崎町
早島町
常住就業者　　昼間就業者　　昼夜間の　通勤流出率非1次産業比
　（人）　　　　　（人）　　　就業者比率　　　（％）　　　　　（％）
269，632
5，767
4，419
7．026
9，655
3，235
2，715
6，562
9，509
4，715
6，729
5，169
299，748
　4，469
　3，515
　5，841
　5，509
　2，366
　2，500
　5，361
　7，082
　3，173
　3，735
　3，189
1．112
0．775
0．795
0．831
0．571
0．731
0．921
0．817
0．745
0．673
0．555
0．617
30．36
22．06
34．32
40．47
23．21
10．09
14．77
27．07
23．47
17．63
29．12’
93．68
77．42
78．41
87．03
85．62
80．53・
82．03
87．72
79．45
85．67
8工．11
95．74
岡山都市圏合計　　335，133 346，488 1．034 83．82
中心都市倉敷市
郊外地域総社市
? ? ????????? ?? ?山手村
清音村
船穂町
金光町
鴨方町
寄島町
里庄町
矢掛町
真備町
196，172
25，860
　1，688
　2，504
　3，824
　6，194
　9，727
　3，624
　4，946
　9，642
10，77ユ
209，599
22，778
　　824
　1，113
　2，700
　3，690
　6，014
　2，291
　4，383
　8，121
　5，822
1．068
0．881
0．488
0．444
0．706
0．596
0．618
0．632
0．886
0．842
0、54ユ
13．80
29．80
34．23
38．10
32．3ユ
21．76
14．40
12．90
11．46
36．77
95．43
86．54
81．81
88．94
82．61
85．08
87．69
89．51
90．66
82．66
88．！3
倉敷都市圏合計　　274，952 267，335 O．972 86．49
中心都市津：山市
郊外地域加茂町
　〃　勝央町
　〃　勝北町
　〃　柵原町
41，219
3，494
6，156
4，021
3，946
48，166
2，817
5，943
3，167
3，090
1．169
0．806
0．965
0．788
0．783
21．27
14．20
22．86
16．95
90．28
76．24
77．24
75．55
79．35
津山都市圏合計 58，836 63，183 1．074 77．13
中心都市福山市
郊外地域笠岡市
?
???
井原市
沼隅町
神辺町
新市町
173，425
29，156
19，000
　6，968
18，597
12，396
188，968
25，560
18，274
　7，963
11，627
10，716
1．oge
O．877
0．962
1．143
0．625
0．864
16．11
10．34
22．33
43．17
14．33
95．58
87．08
90．54
92．84
92．72
95．28
福山都市圏合計　　259，542 263，108 1．014 90．71
注）数値はすべて昭和60年値である．通勤流出率は中心都市に対しての値である．
一108一
都市の人口成長パターンの類型化　287
表一3　都市圏の人口，人口密度
都市圏名
札幌都市圏　中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
常住人口
　（人）
可用地面積
　（kn）
人口密度
（人／k㎡）
1，671，765
　47，340
1，719，105
430．52
101．63
537．33
3，883
　466
2，998
函館都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
307，251
54，914
362，165
115．49
127．24
242．73
2，660
　432
1，492
仙台都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
918，378
436，263
1，354］641
324，87
467．73
792．60
2，827
　933
1，709
東京都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
8，163，127
19，023，518
27，186，645
　597．89
3，951．95
4，549．84
13，653
4，814
5，975
新潟都市圏中心都市
　　　　　郊外合計．
　　　　　都市圏合計
486，087
259，428
745，515
200．43
379．11
579．54
2，425
　684
1，286
金沢都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
442，872
252，578
659，450
190．37　」
306．86
497．23
2，326
　823
1，359
長野都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
347，036
120，136
467，172
215．78
128．05
343．83
1，’608
938
1，359
岐阜都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
410，318
334，091
744，409
133．05
232．51
365．56
3，084
1，437
2，036
静岡都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
472，199
473，527
945，726
200．23
243．14
443．37
2，358
1，948
2，133
浜松都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
534，624
338，320　’
872，944
223．75
266．58
490．33
2，389
1，269
1，780
名古屋都市圏　中心都市
　　　　　郊外合計．
　　　　　都市圏合計
2，154，664
2，636，571
4，791，235
313．90　・
1，197．24
1，511．14
6，864
2，202
3，171
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都市圏名
京都都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
常住人口
　（人）
1，461，140
1，030，331
2，491，471
可罰地面積
　（kh）
201．23
490．99
692．22
人口密度
（人／㎞）
7，261
2，098
3，599
大阪都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
2，623，831
9，076，475
11，700，306
　213．b’　8
1，921．58
2，134．66　’
12，314
4，723
5，481
神戸都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
1，477，423
656，392
2，133，815
294．57
256．25
550．82
5，016
2，562．
3，874
姫路都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
454，360
365，959
820，319
174．51
301．92
476．43
2，604
1，212
1，722
鳥取都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
142，477
45，206
187，683
95．64
81．94
177．58
1，490
552
1，057
岡山都市圏　中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
593，742
136，415
730，157
337．81
217．66
555．47
1，758
627
1，314
倉敷都市圏中心都市「
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
414，692
159，136
573，828
214．！5
185．22．
399．37
1，936
859
1，437
広島都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
1，085，677
380，359
1，466，036
260．40
291．44
551．84
4，169
1，305
2，657
福山都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
365，615
17／，747
537，362
187．78
170．86
358．64
1，947
1，005
1，498
徳島都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
263，336
281，067
544，4Q3
134．40
269．92
404．32
1，959
1，041
1，346
高松都市圏中心都市
　　　　　郊外合計
　　　　　都市圏合計
329，695
249，192　，
578，887
153．31
288．97
442．28
2，151
862
1，309
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　都市圏名．．
松山都市圏中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
常住人口
　（入）
443，317
129，733
573，050
可住地面積
　（mh）
　166．60
　144．22
　310．82
人口密度
（人／lcril）
　2，661
　　900
　1，844
高知都市商　中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
317，，　090
118，282
435，372
86．89
161．51
248．40
3，649
　732
1，753
北九州都市圏　中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
1，026，467
　353，946
1，380，413
278．96
269．79
548．75
3，680
1，312
2，516
福岡都市圏中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
1，237，107
　811，729
2，048，836
221．26
473．10
694．36
5，591
1，716
2，951
長崎都市圏中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
444，616
103，073
547，689
112．60
77．62
190．22
3，949
1，328
2，879
熊本都市圏中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
579，305
159，114
738，419
154．84　．
224．35
379．19
3，741
　709
1，947
大分都市圏中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
408，502
177，272
585，774
200．47
114．48
314．95
2，038
1，548
1，860
鹿児島都市圏　中心都市
　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
536，685
92，044
628，72．9
152．77
107．50
260．27
3，513
　856
2，416
那覇都市圏中心都市　　　　　　郊外合計
　　　　　　都市圏合計
304，896
369，507
674，403
36．76
163．33
200．09
8，294
2，262
3，370
　注）人口は平成2年の国勢調査速報，可住地面積は昭和60年．
　岐阜，浜松，静岡，姫路など都市圏では中心都市と郊外地域の人口規模が
比較的拮抗しているのに対して，混一3における中国・四国・九州の各都市
圏では，徳島都市圏を除いて，中心都市の人口規模が郊外地域のそれを大き
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く上回っている。また，政令指定都市を中心都市とする都市圏を比較する
と，東京都23区は別にして，札幌都市圏における中心都市の見住地面積が広
く，相対的に郊外地域の人口規模が小さいことが目立っている。このような
現象は，1つには都市圏を構成している中心都市と郊外地域の設定単位が行
政区域をベースしていることに起因していることがあり，中心都市と郊外地
域の都市化を見る場合には，人口規模だけでなく人口密度も考慮する必要が
あることを示唆しているといえよう。
4，都市の人口成長のパターン
　4．1　都市圏と非都市圏の人ロ推移
　まず，都市圏と非都市圏に分けた人口の推移を下の表一4a．，4b，4c
に基づいてみてみる。なお，以下の都市圏の設定は，1985（昭和60）年にお
ける都市圏の設定で固定している。
　表一4aからは，1970（昭和45）年では都市圏の人ロシェアは7割強で
あったのが，1990（平成2）年では全：国人口の3／4以上を占めるに到ってい
ることがわかる。したがって，成長率では都市圏の方が非都市圏のそれを大
きく上回っている。都市圏において中心都市と郊外地域のそれぞれのシェア
の推移をみると，1990年でほぼ等しくなっている。それぞれの成長率の推移
からすると，今後シ＝アは逆転することが予想される。
　　　　　　　　　ft一　4　a　都市圏・非都市圏の人口推移
人 口 総　　　数
1970年
全国103，720，060
都市圏　　74，990，532
中心都市　　　42，王80，248
郊外地域　　　32，814，788
非都市圏　　　28，729，528
1975年 1980年 1985年1990年
111，939，643　117，060，396　121，048，923　123，611，541
8 ，661，913　87，543，184
44，403，889　45，727，487
38，261，031　41，818，405
29，277，730　29，517，212
91，408，905　94，351，678
46，991，732　47，606，022
44，419，448　46，747，843
29，640，018　29，259，863
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表一4b　都布圏・非都市圏の人口割合
人　　口　　の　　シ　　ェ　　ア
1970年 1975年 1980年 1985年 1990年
都市圏
中心都市
中心都市
非都市圏
72．30PO6
56．25％
43．76％
27．ZO％
73．85％
53．72PO6
46．29906
26．15％
74．78906
52．23906
47．77906
25．22rdO
75．51PO6
51．41906
48．59906
24．49906
76．33fe）6
50．46％
49．55PO60
23．67％
表一4c　都市圏・非都市圏の人口成長率
人口の年平均成長率
197Q～1975年1975～1980年　　198Q～1985年～1990年
全　　国
都市圏
中心都市
郊外都市
非都市圏
1．54906
1．97906
1．03PO6
3．　12　906
0．3850）6
O．90906
1．IsrdO
O．59rdO
1．79fO）6
0．16％
O．67906
0．87906
0．55％
1．21906
0．085016
　O．42％
　O．64906，
　0．26PO6
　1．03％
一〇．26％
　表一4cからは，非都市圏においては1980～1985年で成長率が若干圓復し
たものの，東京一極集中に代表される1985～1990年の都市への人口集中現象
の復活によって，成長率がマイナスの落ち込んでいることがわかる。このこ
とは都市圏についてみた場合，1970～1975年と1975～1980年の期間は全国レ
ベルでの人口成長率を0．3％前後上回っていたが，その後5年間では0．19％
と縮まり，1985～1990年において再び0．22％と上回り率が拡大している。こ
の上回っているパーセンテージは，全国成長率が封鎖人口での自然純増加率
を代表しているものと考えると，都市圏全体での社会純増加率であると解釈
できよう。したがって，このことから都市圏では社会純増がプラスであり，
反面，当然ではあるが非都市圏ではマイナスとなっていることがわかる。
　次に，都市圏における中心都市と郊外地域との関係をみてみる。表一4b
の人口構成比の推移から，最近年では中心都市と郊外地域の割合がほぼ等し
いところにきていることがわかる。また表一4cから成長率の違いも1985～
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1990年において格差が開いていることがわかる。都市圏における常住人口の
成長は，成長率が低下しつつあるものの，郊外地域の成長率が都市圏全体の
それに大きく貢献していると言えよう。
　4∫2　都市成長の軌跡　＝’都市圏成長率と成長率格差一
　ところで，どういう都市圏が成長してきたかは，それぞれの都市圏の産業
構成や地理的立地条件，さらにそのときの時代背景となどによって異なって
ぐる。昭和40年代の高度成長期においては，重化学工業を主体とした規模の
経済を享受する産業を有した企業城下町的な都市が成長した。もちろん新産
都市や昭和50年代前半の成田空港の完成などによる政策的な大規模雇用施設
の立地によって地域が成長した例もある。ここでいう成長とは，さし当たっ
て都市圏の人口（特に常住人口）や就業者における増加であると定義する。
もちろん，都市圏の生産額や分配所得額も成長の指標であるが，生産額が伸
びることは就業者の需要増加につながり，きらに開放体系の’なかでは都市の
人口増加に結びつくという考え方をすると，人口指標で都市の成長を表現し
ても大きな問題は生じないと思われる。しかしながら，より厳密には，人口
の社会純増加数を指標として採用する方がベターである。
　さて都市圏の成長パターンを探るには，いくつかのアブP一チが考えられ
ぐ。時代区分としては，石油危機など経済が大きく変化したときの前後で分
けて分析するのが望ましいが，ここでは今後において都市圏の就業構造との
関連を見ることから，国勢調査を基本データ・ベースとする1970（昭和45）
年からデータの利用可能な最新時点の1990（平成02）年までの4期間で成長
率を比較検討していくことにする。
　ところで都市圏の成長パターン経路の解析については，K正aassen　et　al．
（1981）によって都市化に関する地域サイクル仮説が提唱されている（8）。この
仮説モデルは，都市圏の中心都市と郊外地域の人口や雇用の相対的変化を調
べることによって，都市化のプロセスをいくつかの段階に区分し，各都市圏
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における都市化過程がどういう段階になっていきてるかをみようというもの
である。このモデルには経済理論的背景は特になく，経験的な仮説モデルで
ある。この考え方を若干修正して用いると，人口変動における都市成長や停
滞・衰退のパターンとしては，次の表一5のように類型化することができよ
う。すなわち，都市圏全体として人口が増加しているという意味において成
長しているケースでは，中心都市の増加の方が郊外地域のそれを上回ってい
る場合を相対的集中型の成長，逆に，郊外地域の人口増加の方が中心都市を
上回っている場合を相対的分散型の成長，また，中心都市は増加しているの
に郊外地域の人口が減少している場合は，中心部への人口集中が生じている
ことから絶対集中型ゐ成長，その逆のケースを絶対分散型の成長と名づけ
る。Klaassen　et　al．（1981）は中心都市と郊外地域の人口変化のみに着目し
て，「絶対的集中→相対的集中」のプロセスを第1段階の都市化過程とし，
「相対的分散→絶対的分散」のプロセスを第2段階の郊外化過程としてい
る。さらに，絶対的分散過程が進んで，中心人口の減少が郊外地域の人口増
加を上回って都市圏全体として人口が減少している場合を絶対分散型の衰
退，中心都市よりも郊外地域の人口減少が大きいケースを相対的集中型の衰
退とし，これらを逆都市化の段階と位置づけている。相対集中型の衰退は，
中心都市の基盤産業の衰退による都市圏全体の雇用の減少である場合が多
く，その意味からすると乗数効果型衰退と呼ぶこともできよう。この段階が
さらに進行すると，中心都市の減少が郊外地域の人口減少を上回る相対的集
中型衰退に移るとKlaassenらは考えているが，この場合は，過程よりもむ
しろ都市圏の特徴に依存し，郊外地域がある程度中心都市とは別に独立した
就業機会を有している都市圏において観察されるものと思われる。準独立郊
外都市圏型の衰退ともいえよう。そして，都市圏全体として人口が減ってい
（8）この仮説モデルを日本の都市圏に適用した研究としては，山田・徳岡（1986）などが
　ある。
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るものの，郊外人口が減少しているのに対して中心都市の人口が増加し始
め，ケースを絶対的集中型の衰退としている。これら最後の2つのパターン
を合わせて再都市化過程と呼んでいる。Klaassen　et　al．（1981）の都市発展の
サイクル仮説は，表一5において，①→②→…　→⑧→⑨→①→②→…
という循環プロセスをもつということである。
　　　　　　　　　　表一5　成長・衰退パターンの類型化
都市圏全体 中心都市 郊外地域
①絶対的集中型成長
（乗数効果型成長）
②相対的集中型成長
③相対的分散型成長
④絶対的分散型成長
⑤停滞型
⑥絶対的分散型衰退
⑦相対的分散型衰退
（乗数効果型衰退）
⑧相対的集中型衰退
⑨絶対的集中型衰退
増加（＋）
増加（＋）
増加（＋）
増加（＋）
停滞（±）
減少（一）
減少（一）
減少（一）
減少（一）
増加（＋）
増加（＋）
増加（＋）
減少（一）
停滞（±）
減少（一）
減少（一）
減少（一）
増加（＋）
〉?〉??＝???〉〉減少（一）
増加（＋）
増加（＋）
増加（＋）
停滞（±）
増加（＋）
減少（一）
減少（一）
減少（一）
　本稿では，先にも述べたように人口の変化数と変化率では都市規模によっ
てそれらの程度が異なることから，都市圏の成長プロセスについては，その
都市圏の人口の成長率一これを絶対成長率と定義する一と，全国都市圏合計
での都市圏平均成長率を基準とした場合の当該都市圏の相対成長率，あるい
は成長率格差の2つの軸で経路を調べることにする。このことによって，そ
の都市圏そのものの成長率と対全国都市圏に対するその都市圏の相対的な成
長率の位置づけの比較が時系列的に行えることになる。
　いま，年次tにおける都市圏iの常住人口をP、（t），年次t＋5におけ
るそれをP、（t＋5）と定義すると，その間の年平均成長率（％）は，
　　　R…（…＋・）一［P≒1審）］．’2　一1　（1）
に100を掛けたものとして与えられる。これを縦軸にとる。一方，全国都市圏
の年平均成長率も同様にして，
一116一
都市の人口成長パターンの類型化　295
　　　R・P・（…＋・）一［Σ呈諜1）］O’　2－1　（・）
に100を乗じたものとして与えられる。ここでは成長率格差の指標を，単純
に（1）一（2）という
　　　R．Pi（七，t十5）一R．PN（t，　t十5）
によって定義する。
　この定義によって，絶対および相対成長率の軌跡をプロットしてみたもの
についての基本的な解釈は次のようになる。まず第1象限にあるということ
は，当該期間における都市圏の成長率がプラスであり，しかも全国都市圏の
平均成長率を上回っていることを意味する。また第2象限にあることは，そ
の期間において都市圏の成長率がプラスであるものの，全国都市圏の平均成
長率を下回っていることを意味する。同様に第3象限にある場合は，都市圏
の成長率がマイナスであり，かつ全国都市圏の平均成長率を下回っているこ
とを意味することになる。なお，全国都市圏の平均成長率がプラスである限
りにおいて，第4象限にある可能性は存在しない。
　さらに，横軸に中心都市の人口成長率（あるいは成長率格差），縦軸に郊外
地域の人口成長率（あるいは成長率格差）をとった成長率の推移のグラフを
作成する。これによって，各都市圏における集中・分散のプロセスが成長率
のなかで比較できることになる。すなわち，中心都市と郊外地域の成長率が
ともにフ．ラスであっても対角線より上にある場合は，相対的に郊外化現象が
進んでいることを意味し，下にある場合は相対的に集中傾向があることを意
味する。また，都市圏の成長率がフ．ラスで第2象限にある場合は，郊外地域
の人口は増加しているのに対して中心都市の人口が減少しているといった絶
対的分散型の成長を意味しており，第4象限にある場合は絶対的集中型の成
長を示している。
　以上のような基準で132の都市圏，そしてそれらの中心都市と郊外地域の
成長率の関係などついてグラフを作成した。代表的な都市圏については附図
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に示している。それでは，これらのグラフをもとに各都市圏の成長パターン
を類型化してみる。なお，グラフの中の記号1～Nは，
　　　1：1970（昭和45）年～1975（昭和50）年
　　　9：1975（昭和50）年～1980（昭和55）年
　　　m：1980（昭和55）年～1985（昭和60）年
　　　N：1985（昭和60）年～1990（平成02）年
についての，それぞれの成長率の位置を示している。
　（1）都市圏の人n成長率経路がすべて第1象限にある都市圏
　表一6aに示した都市圏の中には，札幌，仙台，広島，福岡といった地方
中枢都市を中心都市とする都市圏が含まれている。また，市原，青梅，厚
木，平塚，秦野など東京都市圏の近郊都市を中心都市とする都市圏も含まれ
ている。特に，市原，青梅，厚木，秦野の各都市圏については’いずれの期間
においても全国都市圏での成長率を1％以上も上回っており高い成長を示し
ている。成長率格差についても，中心都市・郊外地域ともにこれらの都市圏
は第1象限にある。
　表中におけるほとんどの都市圏において絶対成長率は期間が進むにつれて
小さくなってきており，さらに多くの都市圏においては成長率格差は小さく
なってきている。その中で，特に，尊皇期間（昭和50～55年）において「土
浦・つくば都市圏」が高い成長率を示しているのは，つくぼ研究学園都市開
始時期における郊外地域の成長に起因している。また「成田都市圏」につい
ては，他の都市圏とは成長率もパターンも大きく異なっている。第1期間
（昭和50～55年）において中心都市・郊外地域ともに大きく成長している
が，これは新東京国際空港が完成したことによる効果である。都市圏人口の
成長率格差の推移では，「豊橋都市圏」が，僅かながら1980年以降についてプ
ラスに向かっている。また1985（昭和60）年～1990（平成2）年の第y期に
おいて，成長率格差がプラスに転じているのは，「仙台都市圏」，「小山都市
圏」，「青梅都市圏」，「平塚都市圏」，「岡崎都市圏」，「福岡都市圏」などであ
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表一6a．，都市圏の人口成長経路がすべてng　1象限にあたる都市圏
対象地域 都市圏 中心都市 郊外地域
期
?
I　H　皿　IV　　　I　I　皿　IV1　皿　皿
一十一一十十．十十
一一一 ¥十十十十
?﹇???? ?????
?｝????? ???????﹇?? ?
?????????? ?｝?? ?? ? 【??【 ? ?
????????????????????????????????
?????????
????????? ??? ?
??? ? ????????????????? ? ? ??????????????? ???? ??????????????。??
注）表替の（＋）と（一）の記号は成長率格差の数値による．
る。
　次に地方中枢都市を中心都市とする4つの都市圏の成長パターンの比較を
してみる。「札幌都市圏」の成長率は，常に都市圏平均を上回っている。いず
れの期間についても中心都市の成長率が郊外地域よりも高く中心都市の成長
率格差は常にプラスに位置していることから，「札幌都市圏」の成長は中心
都市の成長に牽引されたものであることがわかる。また郊外地域の成長率は
プラスであるが，第1期間（昭和50～55年）以外は全国の郊外地域の平均成
長率を下回っている。「仙台都市圏」は都市圏・中心都市ともに全国平均を
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上回る成長率で推移している。中心都市の成長パターンは，札幌市と類似し
ている。また郊外地域については平均を下回っており，これも札幌と同様で
中心都市の牽引型と考えられる。「広島都市圏」については，中心都市・郊外
地域ともにほぼ同じ成長率で人口が増加してきているが，徐々に郊外地域の
伸びが大きくなり成長率格差もプラスに転じ，相対的分散型成長の傾向を示
してきているといえよう。これらに対して「福岡都市圏」では，4期間とも
郊外の成長率が中心都市のそれを上回っており相対的分散型の成長をとげて
きたといえるが，最近の第IV期間においては成長率格差の観点からは再び中
心都市の牽引によって都市圏の成長率格差がプラスに転じていることがわか
る。
　さらに地方中核的な都市である県庁所在都市を中心都市とする都市圏につ
いて比較してみる。「盛岡都市圏」は，郊外地域の成長率が大きく中心都市の
それを上回っている。中心都市については，ee　ll期間以降格差はマイ．iス方
向に転じ，rg　N期間においてはマイナス値となっている。「宇都宮都市圏」と
「金沢都市圏」は，成長率は全国平均を上回っている。しかし，「宇都宮都市
圏」は強い中心都市牽引型，すなわち相対的集中型の成長であるのに対して
「金沢都市圏」はいずれの期間においても郊外地域の成長率が中心都市であ
る金沢市のそれを上回っている相対的分散型の成長パターンであるといえ
る。「松山都市圏」については，パターンとしては「宇都宮都市圏」とよく似
た成長経路を示した中心都市牽引の成長を示している。ただし，第N期間に
おいては成長率格差は全国都市圏並みに低下してきている。「宮崎都市圏」
は．中心都市と郊外地域ともに成長しているが，どちらかというと郊外地域
の相対的分散型成長であるといえよう。「那覇都市圏」は，郊外地域が都市圏
の成長を牽引しているタイプであるが，中心都市の成長率は第1期間以外は
1％を下回っており郊外分散型の成長パターンを示している。
　下の表は，都市圏の中心都市全体の可住地面積当たりの人口密度を1とし
たときの指数を示したものであるが，概ね中心都市の可算地人口密度が相対
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的に低いところが多いといえる。例外は福岡市と広島市である。もちろん，
中心都市の人口密度が低いからと言ってその成長率が高くなるとは限らな
い。
　　　　　　　　　　可住地面積当たりの人口密度指数
1970　19751980 1985 1990
???????????? O．92
0．76
0．48
0．47
0．52
0．64
1．19
0．76
1．54
2．95
1．07
0．80
0．53
0．52
0．53
0．68
1．31
0．82
1．69
2．99
1．18
0．82
0．56
0．55
0．55
0．74
1．37
0．87
1．78
2．92
1．26
0．82
0．58
0．58
0．55
0．79
1．41
0．90
1．85
2．92
1．35
0．81
0．61
0．60
0．55
0．83
1．45
0．92
1．95
2．89
　（2）都市圏の人口成長経路が第1象限と第2象限にまたがる都市圏
　全期間を通じて，概ね政令指定都市を中心都市とする都市圏については，
相対的分散型の成長パターンを示しており，他方，地方中核都市を中心都市
とする都市圏については，中心都市集中型の成長パターンを示しているとい
えよう。このうち，第ll期間は，昭和50年代前半の平均成長率を示してお
り，三全総による地方都市への定住圏構想や地方の時代が言われたときで
あった。三一6bでこの期間の都市圏成長率をみると，東京など大都市圏で
は成長率格差がマイナスとなっているのに対して，地方中核都市を中心都市
とする都市圏についてはプラスとなっている。
　ところで，第1象限から第2象限に成長経路がまたがる都市圏について
は，大きく4つのパターンに分類できよう。1つは左開きのパターン，2つ
目は右開きのパターン，・3つ目は左下がりのパターン，4つ目が右下がりの
パターンである。
　左開きのパターンを示す都市圏は，都市圏の成長率の低下が全国都市圏の
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表一6b　都市圏の人口成長経路が第1象限と第2象限にまたがる都市圏
郊外地域中心都市都市圏対象地域
IH皿NIH皿N1正皿
?
期
一　十　十　一十十十十
　　　　一一r一
　　　　一一一r
?????????｝﹇ 【
一十十十
????????????????????﹇ ｝｝? ?
﹇????????????? ?????????｝ ? ??? ?
??????????????? ） ????????????????????????? ﹇ ﹇ 、 ?????????????? ???? ????? ????
?﹇?﹇﹇???
????????????
??????????????????????｝??????????
?? ． ???
????????? ?
?? ????? ??????????｝????「｝???
????????????﹇?﹇???????????? ｝ ?? ﹇ ? ??．?? ? ?
????? ?????????????????????????????? ??????????????????????
???????????????????????????????????????? ? ?
田）表内の（＋）と（一）の記号は成長率格差の数値による．
　　また，eは人口成長率そのものがマイナスであることを示す
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成長率の低下を上回っており，都市圏全体としては低成長あるいは停滞に向
かっていることが多い。たとえば「秋田都市圏」の成長率は，第ll期（昭和
50～55年）を除いて全国平均を下回っている。この中心都市である秋田市の
人口成長率は全国平均を上回っているが，郊外地域のそれは全国平均を下
回っており，マイナス成長の時期も多い。中心都市の牽引による成長と考え
られる。このような傾向を示しているのは，県庁所在地である地方の中核都
市を中心都市とした都市圏が比較的多い。すなわち，「秋田都市圏」と’同様な
パターンを示しているのが「山形都市圏」と「新潟都市圏」，「佐賀都市圏」，
「鹿児島都市圏」などである。特に，秋田，山形，新潟の東北3都市圏につ
いてに，いずれも第ll期間の成長率格差がプラスで，その他の期間がマイナ
スの成長率格差を示しており，弱い中心都市へ相対集中型のパターンとなっ
ている。県庁所在都市の都市圏としては，さらに「水戸都市圏」と「甲府都
市圏」，「山口都市圏」も左開き型の成長パターンに該当するが，先の3つの
都市圏とは異なり「甲府都市ee］一と「山口都市圏」については，壷皿期間以
降の都市圏の人口成長率格差は若干のプラスを示しており，さらに郊外地域
の方が中心都市より成長率も高く，相対的分散型成長パターンとなってい
る。左開き型の成長パターンとなっているのは，他に「帯広都市圏」，「伊勢
崎都市圏」，「浜松都市圏」，「館林都市圏」，「都城都市圏」などが該当する。
このうち「館林都市圏」は規模は小さいものの第1象限に多くの期間の成長
率が位置している。また「浜松都市圏」については郊外地域の方の成長率が
第W期を除いて中心都市のそれを上回っている。「郡山都市圏」も第1期間
から魚田期間については左開きの経路を示しており，相対的集中型の成長パ
ターンとなっている。左開きのパターンではあるが「熊本都市圏」は，第1
期間の郊外地域の成長率以外は，中心都市・郊外地域ともに成長率格差がプ
ラスとな：っており，相対的分散型の成長パターンを維持しているといえよ
う。
　これらとは逆に都市圏の成長パターンが右開き，すなわち成長率格差に関
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して回復傾向に向かっている都市圏は，「東京都市圏」，「沼津都市圏」，「富土
都市圏1，「名古屋都市圏」，「刈谷都市圏」，「四日市都市圏」，「神戸都市圏」
などである。これらの都市圏の成長率格差は第N期間において全てプラスに
転じている。ただし．「沼津都市圏」と「東京都市圏」は，壷皿期間から格差
はプラスになっている。最大の都市圏である「東京都市圏」は，1975年以降
成長率格差はプラス方向に転じており，中心都市の人口減少を上回る大きな
郊外地域の人口増加がその原動力になっている。絶対的分散型成長の典型と
いえよう。人口規模の大きな都市圏としては，「名古屋都市圏」と「神戸都市
圏」が該当しており，類似した成長経路を示している。すなわち，両都市圏
ともに相対的分散型の成長を示しているものの，徐々にではあるが中心都市
の成長が郊外地域のそれを上回りつつある都市圏であり，中心都市の
revitalizationが想起される。
　第2象限から第1象限にかけて右下がりのパターンを示しているというこ
とは，都市圏自体の絶対成長率は低下してきているものの，それは全国都市
圏における人口の成長率を徐々に上回りつつあるということである。「前橋
都市圏」，「高崎都市圏」，「熊谷都市圏」「彦根都市圏」，「小田原都市圏」と
いった京阪神大都市圏や東京大都市圏のアウター・リングに位置する都市圏
がこのパターンに該当している。また，先に左開きのパターンに分類した
「浜松都市圏」も，第皿期間までは右下がりの経路であり第W期間において
ほんの僅か格差が低下している。「茂原都市圏」は，都市圏の人口成長率がほ
ぼ一定で，したがって右下がりの経路よりもより高い推移を示しており，中
心都市の成長が都市圏を牽引している。
　左下がり型のパターンは，「岡山都市圏」，「福山都市圏」，「高知都市圏」，
「大分都市圏」の4つの都市圏が該当しており，相対成長率においても徐々
に成長率が低下している都市圏である。このうち「岡山都市圏」と「大分都
市圏」については，第N期間において都市圏の人口成長率格差がマイナスに
なっており，「岡山都市圏」においてはこの期間における郊外地域の成長率
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が，「大分都市圏」では中心都市の成長率が，それぞれ鈍化したことが原因と
考えられる。「福山都市圏」は，中心都市の成長率が郊外地域のそれに比べて
高い相対的集中型の変化パターンを示しているが，第N期間においては郊外
地域の成長率がマイナスとなっており，都市圏としては停滞型を示してい
る。「高知都市圏」は県庁所在地の都市圏としては，最近年において最：も低い
都市圏の成長率を示している。中心都市の高知市は第1V期間において，かろ
うじて成長率はプラスであるが郊外地域はマイナスに減じている。「君津都
市圏」については，第1～∬期間と第皿～N期間については左下がりの経路
を辿っているが，第皿期間において中心都市の成長によって都市圏全体の成
長率が回復している。「横須賀都市圏」は第llと第1V期間において成長率格
差が若干回復しているものの，停滞傾向に進んでいる。
　（3）都市圏の人口成長経路がすべて第2象限にある都市圏
　このグループは，全国平均の都市圏成長率よりは低い状態で，低成長を続
ける都市圏といえる。大都市圏としては，「京都都市圏」と「大阪都市圏」の
2つが該当している。「京都都市圏」は，中心都市「京都市」の成長率が徐々
に低下し第y期間においてはマイナス成長となっているのに対して郊外地域
は順調に成長している郊外成長型あるいは絶対的分散型成長の都市圏といえ
よう。これに対して「大阪都市圏」は，中心都市「大阪市」の成長率はマイ
ナスであるものの徐々に回復傾向にあるといえる。郊外地域も成長なしてい
るが，格差からみると大きく成長しているとはいい難い。中心都市停滞での
郊外分散型の低成長都市圏といえる。’
　中心都市の成長率格差がプラスで郊外地域のそれがマイナスである都市圏
は，「福島都市圏」，「長野都市圏」，「富山都市圏」，「福井都市圏」，「津都市
圏」，「鳥取都市圏」，「松江都市圏」，「徳島都市圏」などの地方都市圏で県庁
所在都市を中心都市とする都市圏のなかでも比較的規模の小さい都市圏が多
いといえる。このうち「鳥取都市圏」については郊外地域の成長率はマイナ
スで絶対的集中型を示している停滞パターンであるが，それ以外の都市圏に
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fi一　6　c　都市圏の人口成長経路がすべて第2象限にある都市圏
対象地域 都市圏 中心都市 郊外地域
? ? II皿］V　I皿廻IVI　H　皿
????「
?「?????? ? ﹇
????
????
???「??????????「???「??????﹇????﹇?????? ﹈???????
＝??＝??。?＝???＝????＝＝???「「?｝??????????????????????????「 ?? ． ． ????｝???????? ?? ?????? ? ?? ?? ????? ?? ? （??????? ｝????? ??????? ? ??????????? 【????? ｝ ﹇ ｝???【【 ．｝?【 ｝ ｝ ｝ ????????????﹇???????﹇????????????????????????????????????????﹇?? ?｝ ? 【 ｝
?????????? ．?? ????????????
???????????????
??? ? ? ????? ??? ? ?
注）表内の（＋）と（一）の記号は成長率格差の数値による．
　　また，（≡）は人口成長率そのものがマイナスであることを示す，
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ついては中心都市に対する相対的集中型の弱成長（あるいは停滞）といえよ
う。県庁所在都市を中心都市とする地方の都市圏において，「岐阜都市圏」，
「静岡都市圏」，「長崎都市圏」については，中心都市の成長率格差は第皿期
間以降マイナスであるのに対して郊外地域の成長率格差はee　ll期間をはじめ
比較的高い都市圏の成長が停滞する中で郊外への分散傾向が進展してきてい
るといえよう。「岐阜都市圏」は，第］V期間において中心都市である岐阜市の
成長率がマイナスとなっており，相対的分散型の弱成長（あるいは停滞）か
ら絶対的分散成長パターンに転じつつあるといえよう。「静岡都市圏」のパ
ターンとしては「岐阜都市圏」と類似しているが，まだ「岐阜都市圏」ほど
分散型の弱成長（停滞）には至っていないと言える。
　各県において，第2の都市規模を中心都市とする都市圏の多くもこのパ
ターンに属している。長岡，松本，大垣，姫路，出雲，倉敷，宇部，：丸亀な
どである。「長岡都市圏」と「佐野都市圏」を除いて，最近時点において都市
圏の人口成長率格差はVイナスで広がる傾向をみせている。第1期間（昭和
45～50年）から第W期間（昭和60～平成2年）まで一貫して，郊外地域の成
長率が中心都市のそれを上回っている分散型とその逆の集中型に二分され
る。前者の相対的郊外分散型での停滞傾向の都市圏の代表的なものとして，
「松本都市圏」，「姫路都市圏」，「倉敷都市圏」などがあげられる。「石巻都市
圏」や「栃木都市圏」は，第N期間では中心都市の成長率がマイナスになっ
ている。後者の例としては，「丸亀都市圏」や「上田都市圏」があげられる
が，郊外地域の絶対成長率がマイナスとなっている都市圏もあり，この場合
は中心都市への人口の絶対集中型というよりも中心都市の停滞が郊外地域の
人口減少を引き起こした結果，都市圏の停滞につながっているケースといえ
よう。
　（4）都市圏の人口成長経路が第2象限と第3象限にまたがる都市圏
　ここでの都市圏は，少なくとも1つの期間においては都市圏の絶対成長率
がマイナス，すなわち都市圏人口が減少していることを意味する。高度成長
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期に活躍した地方における工業都市が数多く含まれている。
　該当する都市圏のうち「室蘭都市圏」，「呉都市圏」と「岩国都市圏」につ
いては，ag　ll期間の昭和50年代からすでに都市圏の人口は減少傾向を示して
いる。「函館都市圏」，「呉都市圏」，「和歌山都市圏」，「北九州都市圏」，「飯塚
都市圏」，「八代都市圏」，「延岡都市圏」などは，第1期から第皿期にかけて
は，やや相対成長率が回復し成長率格差をマイナスからゼロ方向に縮めたも
のの，その後絶対成長率も相対成長率も衰退しているという共通点がある。
鉄鋼，造船など装置型の重工業を基盤産業として有する中心都市の都市圏が
この典型である。いずれも，第皿期（昭和50～55年）を折り返し点として鋭
角的に衰退傾向が進展している。ただし，「飯塚都市圏」では，第1期におい
ては衰退傾向をみせていたのが，昭和50年代に回復し，再び停滞している状
況である。また「室蘭都市圏」では，郊外地域の成長率は第皿’期間（昭和
50～55年）で回復傾向をみせたものの，中心都市である室蘭市の構造不況か
らくる人口減少率の増加が都市圏全体としての成長率をこの期間からマイナ
スに転じさせている。
　中心都市の停滞や衰退傾向ej　，とくに「室蘭都市圏」，「大牟田都市圏」，
「田川都市圏」などで顕著であり1970年以降中心都市の衰退が続いている。
「桐生都市圏」，「呉都市圏」，「尾道都市圏」については，1975年以降で中心
都市の衰退傾向が進んでいる。いずれも中心都市の基盤産業の衰退にともな
うマイナス成長にその原因がある。「佐世保都市圏」でも，第皿期間から中心
都市である佐世保市の人口が減少に向かい，それが都市圏の人口成長を低下
させている。特に，第W期間においては，中心都市・郊外地域ともにマイナ
スの増加率となっている。
　昭和60年以降の第W期間において多くの都市圏の人口成長率が第3象限に
位置しているなかで，ほんの僅かではあるがマイナスとなっている都市圏と
して，「日立都市圏」，「桐生都市圏」，「伊勢都市圏」，「上越都市圏」，「三条都
市圏」，「高岡都市圏」，「飯田都市圏」，「長浜都市圏」，「和歌山都市圏」’など
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表一6d　都市圏の人口成長経路が第2象限と第3象限にまたがる都市圏
対象地域 都市圏 中心都市 郊外地域
???1???1??1
?
二
????
???
????
θ
???????????????十十十
??
??????﹇? ?
e﹇??
「????
??? ???????????? ??? ?? ? ????????
?????｝???????
???????
?????
???????????
?
??「?????????????? ????「????
「??
?
?????
??????????? ?? ?? ?????? ??
注）宇内の（十）と（一）の記号は成長率格差の数値による．
　　また，eは人口成長率そのものがマイナスであることを示す．
がある。いずれも成長率格差が縮小に向かってきていたのが，第N期間（昭
和6Q～平成2年）において成長率がマイナスとなったところであり，中心都
市の人口減少にその原因が見いだせる。特に，「桐生都市圏」では，各期を通
じて郊外地域の成長率格差はプラスであるのに対して，中心都市である桐生
市の成長率格差はマイォスと相対的分散型成長から絶対的分散型停滞へと推
移している。．
　ここでの成長パターンには，「今治都市圏」，「岩国都市圏」，r新居浜都市
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圏」，「徳山都市圏」といった瀬戸内の重化学工業地帯に位置する都市圏も含
まれている。これらの都市圏では，第N期間において都市圏間で程度の差は
あれど中心都市・郊外地域ともにマイナス成長となっている。第W期間にお
いて中心都市・郊外地域ともに人口がマイナスの増加率となってL．）る・都市圏
は他に，「室蘭」，「酒田」，「下関」，「北九州」，「大牟田」，「田川」，「八代」，
「佐世保」，f延岡」など南北の都市圏が該当している。「高岡」，「秩父」，「上
越」の各都市圏も僅かではあるが，中心都市・郊外地域ともに第N期間にお
いてマイナスの人口増加率となっている。
　（5）都市圏の人口成長経路が第1，2象限と第3象限にまたがる都市圏
　6つの都市圏が該当する。このうち，「米子都市圏」と「防府都市圏」以外
はすべて郊外地域をもたない都市圏である。いずれも，第N期間において，
都市圏の人口成長率がマイナスとなっている。「防府都市圏」では，特に郊外
地域の成長率の低迷が顕著となっている。
　　tc一　6　e　都市圏の人口成長経路が第1，第2と第3象限にまたがる都南圏
対象地域 都市圏 中心都市 郊外地域
期　　　間 1　皿　皿　IV 1　皿　皿　w I　H　皿　IV
旭川都市圏k見都市圏ﾂ森都市圏Q弘前都市圏ｪ戸都市圏ﾄ子都市圏h府都市圏
一　＋　一　e
{　＋　一　e一　＋　一　e一　＋　一　〇
{　一　一　〇一　＋　一　e一　一　＋　e
＋　＋　＋　O
{　＋　＋　○
O　O　（∋　O一　一　一　〇
注）回内の（＋）と（一）の記号は成長率格差の数値による．
　また，㊦は人口成長率そのものがマイナスであることを示す．
　4．3　中心と郊外の成長率格差
　個々の都市圏全体の人口伸び率を所与と、したときに，中心都市と郊外地域
の成長率はどういつだ形で説明できるかを考えてみる。都市圏の人口増加
は1需要要因として雇用地，主として中心都市における労働需要の増加や供
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給要因として他地域に比べ相対的に高い賃金水準が挙げられる。この都市圏
に対する労働供給と都市圏の需要の顕在化は，住宅立地過程により，中心都
市か郊外地域に立地するかが決定される6この立地過程のなかでは，地価や
アメニティなど，また個人の所得水準など多くの要素が考えられるが，これ
らを最も代表するものとしての代表的な指標として中心都市と郊外地域の人
口密度比が考えられよう。
　したがって，都市圏の成長率を与えられたものとして，中心都市や郊外地
域の人口成長率を考える場合，次のような2種類の単純な定式化が想定され
ることになる。①の定式化は，中心都市と郊外地域の可住地面積当たりの人
口密度比の影響が定数項をシフトさせるもので，②の定式化は，都市圏に
よって異なる人口密度比が中心都市もしくは郊外地域の人口成長率の弾力性
に直接影響を与えるという設定である。・
　　¢　R．CP＝＝ao＋ai（CA／SA）一i／（SP／SA）一i＋a2R．MP
　　　　R．SP＝＝b，十b，（CA／SA）一，／（SP／SA）一，十b，R．MP
　　②R．CP＝a。＋［a1（CA／SA）．ユ／（SP／SA）二1＋a2］R．MP
　　　　R．SP＝b，十［b，（CA／SA）”，／（SP／SA）一，十b，］R．MP
ここで，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　tr
　　　CP：中心都市の常住人口
　　　SP：郊外地域の常住人口
　　　CA：中心都市の可住地面積
　　　sA．：郊外地域の可住地面積
　　R．MP：都市圏の人口成長率
　　R．CP：中心都市の人口成長率
　　R．SP：郊外地域の人口成長率
推定されるパラメータのa’Sとb’Sについて予想される符号条件ウ馬a1
＜0，b1＞0，a2＞0，b2＞0である。以下に，各期間別に，2種類の定
式化で推定した結果を示す。なお，推定値の下の括弧内の数値はt一意の絶
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対値，R2は決定係数である。サンプル数は，郊外地域を有しない都市圏を除
いた122である。
　　期間：1970（昭和45）年～1975（昭和50）年．
　　　R．　CP＝＝O．3624－O．1025｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，十〇．9316　R．　MP
　　　　　　，（2．93）　（3．16）　（20．2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O．773
　　　R．　CP　＝O．　1204十［1．0331－O．0450｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，］R．　MP
　　　　　　（1．32）　（17．3）　（2．85）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝　O．769
　　　R．　SP＝　一．6022十〇．1869｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，十〇．9943　R．　MP
　　　　　　（2．73）　（3．23）　（12．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O，567
　　　R．　SP＝一．　1554十　［O．　8320　一〇．　0724｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一　，　］R．　MP
　　　　　　（O．95）　（7．75）　（2．56）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　R2＝　O．554
　　期間：1975（昭和50）年～1980（昭和55）年
　　　R．　CP　＝＝O．1382－O．1104｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，十1，0178　R．　MP
　　　　　　（1．35）　（3．96）　（21．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝：O．790
　　　R．　CP＝　一．　1217十［1．　1870－O．　0742｛（CP／CA）／（SP／SA）｝”，］R．　MP
　　　　　　（1．72）　（18．9）　（4．24）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O．794
　　　R．　SP＝＝一．5534十〇．3072｛（CP／CA）／gSP／SA）｝一，十〇．9798　R．　MP
　　　　　　（2．69）　（5．51）　．　（10．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O．523
　　　R．　SP＝O．　1761十［O．5498十〇．　1922｛（CP／CA）／（SP／SA）｝m，］R．　MP
　　　　　　（1．23）　（4．15）　（5．42）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O．519
　　期間：1980（昭和55）年～1985（昭和60）年
　　　R．CP　＝＝　O．1248－O．0719｛（CP／CA）／（SP／SA）｝．1十〇．9815　R，　MP
　　　　　　（1．88）　（3．76）　．　（24．4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O．838
　　　　　　　　　　　　　　　　－132一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市の人口成長パターンの類型化　311
　R，CP＝一．0639十［1．1240－0．0563｛（CP／CA）／（SP／SA）｝．1コR．　MP
　　　　（1．53）　（18．9）　（3．00）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝O．832
　R．　SP＝一．2442十〇．1570｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，十〇．9567　R．　MP
　　　　（1．72）　（3．85）　（11．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝＝O．518
　R．　SP＝O．　1751十［O．7537－O．　0757｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，］R．　MP
　　　　（1．92）　（5．81）　（1．85）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝O．474
期間：1985（昭和60）年～1990（平成02）年
　R．　CP＝　O．1144－O．0602｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，十〇．9668　R．　MP
　　　　（1．81）　（2．92）　（25．0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝O．846
　R．　CP＝一．0461十［O．9864－O．OO15｛（CP／CA）／（SP／SA）｝一，］R，　MP
　　　　（1．44）　（14．3）　（O．06）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝O．835
　R．　SP＝：一．2167十〇．　1247｛（CP／CA）／（SP／SA）｝　nv　，十〇．9668　R．　MP
　　　　（1．60）　（2．82）　（11．6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝O．527
　R．　SP　＝＝　O．　1132十　［1　．　0539－O．　0508｛（CP／CA）／（SP／SA）　｝　一，　］R．　MP
　　　　（1．65）　（7．16）　（1．00）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2＝O．499
　　　　　　　表一7a　推定結果の要約表　一定式化①一
階説明変数 中心都市成長率 郊外地域成長率
説明変数 （CP／CA）／（SP／SA） R．．MP （CP／CA）／（SP／SA） R．MP
1970～1975年 一〇．1025
i3．16）
　0．9316
i20．2）
0．1869
i3。23）
　　0．9943
i12．1）
1975～1980年 一〇．1104
i3．96）
　　1．O179
i21．1）
0．3072
i5，51）
　　0．9798
i10．1）
1980～！985年 一〇．0719
i3．76）
　0．9815
i24．4）
O．1569
i3．85）
　　0．9567
i11．1）
1985～1990年 一〇，0602
i2．92）
　　0．9668
i25．1）
0．1247
i2．82）
　　0．9668
i11．6）
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表一7b　推定結果の要約表　一定式化②一
戸説明変数 中心都市成長率 郊外地域成長率
説明変数 （CP／CA）／（SP／SA） R．MP （CP／CA）／（SP／SA） R．MP
1970～1975年 一〇．0449
i2．85）
　1．0331
i17．3）
0．0724
i2．56）
0．8321
i7．75）
1975～1980年 一〇．0742
i4．24）
　1．1870
iユ8．9）
0．1922
i5．42）
0．5423
i4．27）
1980～1985年 一〇．0563
i3．00）
　1．1240
i18．9）
0．0757
iL85）
0．7537
i5．81）
1985～1990年 一〇．0015
i0．06）
　0．9864
i工4．3）
一〇．0509
i1．00）
1．0539
i7．16）
　総じて，中心都市の成長率を説明する方程式の方が，郊外地域のそれを説
明する式よりも決定係数が高い。これは中心都市の方が郊外地域よりも人口
が多い都市圏が多く，その結果，都市圏の成長率と中心都市の成長率が近似
する可能性が高いからと推察される。
　次に，いずれの推定結果においても，中心都市の郊外地域に比べた人口密
度比が高いと，中心都市の人口増加が低下することが示されており，また定
式化②の最近期間を除くと，郊外化現象が進展することが示されている。
　都市圏の成長率に対する中心都市の人口成長率の弾力性は，両方の定式化
①・②の場合について，第H期間（昭和50～55年）をピークとして低下傾向
にある。これに対して都市圏の成長率に対する郊外地域の人口成長率の弾力
性は，特に定式化②の弾力性のパラメータに人口密度比の変数を入れた場合
ではt一値も含めて上昇傾向にあるが，中心都市・郊外地域の人口密度比に
反応する傾向が弱まったきているといえよう。
5．おわりに
　前節でおこなった成長・衰退パターンを，都市の階層構造に対応して以下
に簡単に要約してみる。
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　まず最近人口の集中が進行している地方中枢都市を中心都市とする4つの
都市圏について，「札幌都市圏」と「仙台都市圏」では，都市圏の成長率は全
都市圏の平均成長率をいずれの期間についても上回っており，また中心都市
の成長率が郊外地域のそれを．ヒ回っているが，その差は縮まりつつある。し
たがっ’て，相対的集中型成長から中心・郊外のバランス成長へ向かっている
といえよう。これに対して，「広島都市圏」と「福岡都市圏」では相対的分散
型の成長をみせている。この違いは，中心都市の淫心地面積とそれに対する
人口密度の差によるところが大きいと考えられる。すなわち，札幌市や仙台
市は中心都市の可住地面積が広く，集中型成長をとげる可能性があるのに対
して，広島市や福岡市は相対的に可住地人口密度が高く郊外分散型成長に推
移しているということである（表一3参照）。
　次に，東京，名古屋，大阪といった巨大都市を中心都市とする都市圏で
は，「東京都市圏」が「絶対的分散→相対的分散→絶対的分散」型成長といっ
た郊外分散型成長をしているのに対して，「大阪都市圏」は絶対的分散型成
長から絶対的分散型停滞，さらに相対分散型衰退へと向かう兆しが現れてい
る。ただし，中心都市の成長率は依然マイナスであるが，回復傾向へ向かっ
ている。また，「名古屋都市圏」では相対的分散型成長のパターンが現れてい
るが，特に第N期間（昭和60～平成2年）における成長率の回復は，中心都
市の牽引によるところが大きい。
　第3に県庁所在都市を中心都市とする都市圏については，第W期間におい
て「和歌山都市圏」の成長率が僅かにマイナスとなっている以外は，全ての
当該都市圏が全対象期間において成長している。このうち郊外分散型の成長
パターン，すなわち相対的分散型成長をしているのは，盛岡，金沢，甲府，
岐阜，静岡，熊本，宮崎，鹿児島，那覇などの都市圏である。また，中心都
市・郊外地域の成長率で比較してのバランス型が，前橋，新潟，岡山，徳
島，高松などの都市圏である。そして，中心都市への相対集中型成長パター
ンとして認められるのは，水戸，宇都宮，松山などの都市圏である。
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　第4に重工業あるいは装置型産業を基盤産業として発展してきた中心都市
を有する都市圏あるいは工業特化都市を中心都市とした都市圏については，
低迷産業が基盤産業となっている場合が多く，中心都市によるマイナスの雇
用乗数効果によって最：近の都市圏の成長率低下と人口減少が現れているとい
えよう。たとえば，北海道の工業都市である室蘭，釧路，九州の工業都市で
ある北九州，田川，大牟田，佐世保，延岡，瀬戸内沿岸の工業都市である
呉，徳山，岩国，新居浜などを中心都市とする都市圏が該当する（9＞。
　最後に，東京都市圏の近郊の都市圏として位置づけられる成田，市原，平
塚，青梅，厚木，秦野などの都市圏は，東京のアウター・リングとして相対
的にかなり高い成長率を維持しているということがいえよう。
　本稿では都市の成長・衰退といった人口変動について，1970（昭和45）年
から1990（平成2）年までの国勢調査を用いて，成長経路についてのパター
ン分類というファクト・ファインディングスをおこなった。それによって，
日本における各都市圏の中心都市の位置づけと規模，すなわち首都圏への近
接性の程度，県庁所在都市であるかどうか，（地方）中枢都市や（地方）中核
都市であるかどうか，また工業都市的性格をもっているかどうか，などに
よってある程度成長パターンに類似性があることがわかった。このような都
市圏の階層構造に加えて，産業や職業構成などを考慮した観点からの成長性
に関する要因分析は，此丈でおこなうこととする。
　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
川嶋辰彦（！981）「都市化現象と都市圏分析」，新都市，第35巻，8号．
Klaassen，　L，　H，　et　al，　（1981）　’Transport　and　Reurbanization’，　Gower，　Hants，　UK．
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〈東京都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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〈金沢都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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〈名古屋都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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都市圏の成長率の推移
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都市圏の成長率の推移
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〈岡山都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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〈倉敷都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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〈広島都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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〈高松都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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〈松山都市圏〉
都市圏の成長率の推移
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